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【緒言】
現在、医療安全対策として、患者・国民

が医療に参加することの重要性が指摘さ

れており、“情報の共有”が強く求められ

ている。我々は、インターネット上の知的

共有基盤を通じて医療消費者・医療関係

者・創薬研究者の間で医薬品安全性情報が

効果的に循環する社会システムとして、

「医薬品安全性情報コミュニティ」の構築

にむけてのプロジェクトを開始した。 

【方法】 
 医薬品安全性情報の中でも、薬物催奇形性情報に焦点をあて、3つのデータベース(ＤＢ)を構築した。 
1） 医薬品の名称や薬効、薬物胎児危険度、文献情報、物性情報などを含む医薬品基本情報ＤＢ 
2） 催奇形性が疑われる薬物の化学構造情報に知識を付加し、類似性検索を可能とした化学構造情報
ＤＢ 

3） 実際に服用した医薬品や出産結果などのデータを蓄積させる症例情報ＤＢ 

【結果】 
 医薬品安全性情報コミュニティ構想の実現により、次のような効果が期待される。すなわち、(1)原
著論文を含む薬物催奇形性に関する的確な情報提供が可能となり、医療関係者による根拠に基づいた

医療の実践に寄与する。(2)化合物の構造式から催奇形性既知の薬物との類似性が検討でき、情報化学

的予測に基づいた新規医薬品の研究開発や催奇形性未知の薬物に対する胎児危険度予測に有用である。

(3)新規症例（健常児出産例も含む）の追加登録によりＤＢの自己成長が期待され、催奇形性に関する

薬剤疫学的研究の発展にも繋がることから、更に重みのある情報のフィードバックが可能となる。  

 本研究は科学技術振興機構・社会技術研究開発センター公募型プログラム「社会システム／社会技

術論」により遂行中である。 
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図 1. 医薬品安全性情報コミュニティ・システムの概念図 


